
 

【問い合わせ先】 

 第八管区海上保安本部 

 広報地域連携室     

  奥野哲也・今出高廣               平成２８年６月３０日 

 ℡0773－76－4100（内線2111・2117）        第八管区海上保安本部 

                                  

  平成２８年度海上保安学校・海上保安大学校     

学生採用試験について 
 

大事なのは「海上保安官」になりたい気持ち！ 

～集まれ！明日の海上保安官～ 
 

 

 

 

 

 

 

海上保安学校・海上保安大学校学生採用試験は、人事院が行う国家公務員試験

の一つで、海上保安官になるには一般に、本試験を受験し、合格、採用され「海

上保安学校」「海上保安大学校」に入学する必要があります。 

 

～入学すると～ 

・「海上保安学校」「海上保安大学校」では、入学金、授業料は一切不要で、

学生生活に必要な制服や寝具等は貸与されます。（教科書、食費、身の回り

品等は自己負担です。） 

・ 入学と同時に国家公務員としての身分を与えられるため、毎月約１４万円

（平成２８年度）の給与や期末手当、勤勉手当（いわゆるボーナス）が、支

給されます。 

・ 国土交通省職員として、国土交通省共済組合員としての社会保障を受ける

ことが出来ます。 

 

受験資格 

【海上保安学校】 

平成２８年４月１日において高等学校等卒業後５年を経過していない者、及

び平成２９年３月までに高等学校等を卒業する見込みの者 など 

【海上保安大学校】 

平成２８年４月１日において高等学校等卒業後２年を経過していない者、及

び平成２９年３月までに高等学校等を卒業する見込みの者 など 

平成２９年４月入校の海上保安学校・海上保安大学校学生採用試験を別紙

のとおり実施します。 

 海上保安業務の重要性が増すなか、第八管区海上保安本部では、知名度 

アップと優秀な地元出身者確保のため、募集活動を強力に展開します。 
 



試験日程 

  海上保安学校 海上保安大学校 

受付期間 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 7月19日(火)～7月28日(木) 8月25日(木)～9月5日(月) 

郵送・持参 7月19日(火)～7月21日(木) 8月25日(木)～8月29日(月) 

第1次試験日 9月25日(日) 10月29日(土)、10月30日(日) 

第1次試験 

合格発表日 
10月12日(水) 12月9日(金) 

第2次試験日 10月18日(火)～10月27日(木) 12月16日(金) 

第2次試験 

合格発表日 

（航空課程のみ） 

11月22日(火) ― 

第3次試験日 

（航空課程のみ） 
12月3日(土)～12月11日(日) ― 

最終合格発表日 

11月22日(火) 

（航空課程のみ 

平成29年1月19日(木)） 

平成29年1月19日(木) 

入校年月 平成29年4月 

採用予定数 

船舶運航システム課程  約２１５名 

航空課程約         約 １０名 

情報システム課程     約 ６０名 

海洋科学課程        約 １５名 

約６０名 

  

 ○インターネット申込みを利用できる環境にある方は、できるだけインターネット申込みをご利

用ください。 

 ○国家公務員採用試験インターネット申込専用アドレス 

   http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html 

 

※  こ の 募 集 は 、 第 八 管 区 海 上 保 安 本 部 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.kaiho.mlit.go. jp/08kanku/）又は海上保安庁ホームページ

（http://www.kaiho.mlit.go.jp/）に も掲載しております。 

  また、お問い合せは、最寄の海上保安庁の各事務所までお願いします。 

 

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
http://www.kaiho.mlit.go.
http://www.kaiho.mlit.go.jp/


海上保安学校（京都府舞鶴市） 
             

海上保安庁の職員として採用された学生に対して、卒業後の業務に応じ、船

舶運航システム課程、航空課程、情報システム課程、海洋科学課程の４課程に

おいて実践的な授業により、職員として海上保安業務に必要な知識や技能を学

び、あわせて心身を鍛錬し、各分野のエキスパートを育成します。 

・教育期間は、１年間（情報システム課程のみ２年間） 

（※右の写真は海上保安学校練習船「みうら」） 

卒業後は巡視船艇の乗組員として、又は、全国の海上保安本部等の職員とし

て、日本全国に配属されます。その後は、希望と適性に応じ、潜水士や国際捜

査官、航空整備士といった各分野のエキスパートとして進むことも可能です。 

 

海上保安大学校（広島県呉市） 

 

将来の海上保安庁の幹部となる学生に対し、高度な学術や技能を学び、あわ

せて、心身の練成をはかります。 

教育期間は、本科４年、専攻科６ヶ月、研修科国際業務課程３ヶ月の合計４年

９ヶ月。 

・本科終了後の専攻科では、練習船により世界一周の遠洋航海実習等実施 

(※右の写真は遠洋航海へ出港する練習船「こじま」の様子） 

卒業後は、初級幹部職員として、日本全国の巡視船等に配属されます。その

後、本庁や管区海上保安本部、巡視船等に勤務しつつ、幹部職員として経験を

積んでいくことになります。 
 




